NEJM勉強会2002年第12回02/4/24実施Bプリント　担当　木村亜希
#1　発熱

･･･9日前から続いている稽留熱もしくは弛張熱

#2　軟部組織腫脹による歩行困難

①　左足首の紅斑、腫脹、圧痛

②　左肩甲骨上径5×7cm（10ヶ月前から）

③　左前頚部径2cm

④　左第5指基節骨の紅斑、腫脹、圧痛

･･･エコーでは不均一で低エコー

#3　 A群β溶連菌感染

入院2日目の尿培養陽性、しかし入院時ASO陰性

2ヶ月前の咽頭痛

#4　胃腸症状、嘔吐、下痢

･･･9日前の発熱とともに発症したが、4,5日で改善。

#5　海外旅行歴（ブラジル、アゾレス諸島）

#6　ペニシリンアレルギー

#7　全身症状

頻脈（197､155：基準値120-130）

　　　高血圧

#8　検査所見

･･･炎症症状（感染､悪性腫瘍）を思わせる検査値

Ht低下（28.1%：基準値32-40）

Hb低下（9.3：基準値11-13）

Fe低下（11：）

フェリチン上昇（155）

血沈亢進（2ヶ月前にはなく、入院前夜から）

白血球増加（2ヶ月前にはなく、入院前夜から）

好中球増加、リンパ球減少（2ヶ月前から：乳幼児は通常リンパ球優勢）

血小板増加（2ヶ月前にはなく、入院前夜から）

アルブミン低下、グロブリン増加

CRP上昇

LDH低下

抗核抗体陽性（膠原病？しかし､小児と高齢者では偽陽性多い）

